
校長のつぶやき～2018.7.20～

全校集会挨拶から

おはようございます。今、賞状を伝達されたみなさん、おめでとうございます。勝負事

には、勝ち負けがつきものです。勝つ時もあれば、負ける時もあります。何が大切かとい

うと今よりもワンランク上を目指して努力をするということです。勝って調子に乗りすぎ

ない、負けて落ち込み過ぎない。明るく、笑顔で、前向きに努力を続けましょう。

さて、夏休み前最後の日を迎えました。４月から３ヶ月半の間にとても多くの出来事が

ありました。私の４月からの思い出は、何んと言っても古川高校との定期戦に勝利したこ

とです。私も胴上げをしてもらい感激しました。

皆さんの思い出は何でしょうか。また、皆さんは４月からこれまで、どのように生活し

たでしょうか。挨拶や身だしなみ、正しい服装、遅刻をしないことなどの基本的生活習慣

はきちんとできたでしょうか。全力で勉強に励み、部活動や資格取得など目標を定めて取

り組むことができたでしょうか。築館高校の先輩方の多くは、勉強と部活動、諸活動の両

立を果たし、なりたい自分の方向を見つけ出して、上級学校や社会で活躍しています。そ

れが、築館高校の伝統として、皆さんに受け継がれています。皆さんにも必ずできます。

自分を信じて行動してください。

４月から今日までの間にあったことで、皆さんに話したい素敵な話がひとつ、残念な話

がひとつあります。素敵な話は、志波姫から築館に向かう高速道路の上にかかる橋の付近

で、転んでけがをしていた中学生をバイクの高校生が助けてくれたそうです。薬局に行き、

薬を買ってきて手当までしてくれたそうです。お母さんから感謝の電話をいただきました。

とっさの判断でそこまでできる築高生に感激します。バレー部の２人どうもありがとう。

私からもお礼をします。

残念な話は、ＳＮＳでの中傷や仲間はずれなどの嫌がらせがあったことです。自分が今

行おうとしているその行動が、正しいことなのか、間違ったことなのか、冷静に判断して

行動できる力をすべての人に身につけてほしいと思います。築高生にはできるはずです。

最後に、これだけは絶対に守ってほしいことを今日もまた話します。それは、命を大切

にしてほしいことです。残念ながら、毎年、夏休み中に多くの人が命をなくす事故や事件

が起きています。決して、築館高校の関係の人から命をなくす人を出したくありません。

危険を予測して危険な場所に近づかないこと。絶対に、自分の命を粗末にするようなこと

をしないこと。命より大切なものはこの世の中にはありません。何があっても何よりも命

を大切にしてください。

心とからだを休め、今年の目標と計画の見直しをして、精神的に一回り大きくなった皆

さんに８月２２日にまたこの場所で会えることを楽しみにしています。

祝 定期戦勝利


